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＜パートナーシップ＞

年 月 日）
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・「登録状況」及び「登録番号」を記載してください。
・「取組みの状況」には、前回登録申請した際の重点的な取組みの実施状況や指標の達成状況を記載してくだ
さい。指標が未達成の場合は、その理由等も記載してください。

環境
社会
経済

環境
社会
経済

環境
社会
経済

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞
三側面

取組みの状況 前期の指標 実績
（分野に☑）

・「SDGsに関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて、重点的な 取組みを記載し
てください。なお、取組みが複数の分野に該当する場合は、それぞれの分野に チェックを入れてください。
・「指標（更新時に向けた数値目標）」には、それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に、 更新
時までの数値目標を記載してください。
・「パートナーシップ」には、企業やNPO法人、行政など関係機関との連携があれば記載してください。

○　SDGsに関する重点的な取組み及び指標に係る進捗状況（※更新の場合のみ。）
○登録状況：第 期登録（登録年月日：令和

廃棄農産物の有効活用や地域の課題解決について、地域の生産者や地域住民と連携し進めていくとと
もに、全社員が幸せになれる職場環境づくりに取り組む。

環境
廃棄農産物の原料使用による農産物の廃棄量削減

化粧品原料に使用する廃棄農産物
量
2022年500kg→2025年2t

社会
経済

耕作放棄地の活用
耕作放棄地でのハーブ栽培面積
2022年1000坪→2025年2000坪

社会
経済
環境

過疎地域での雇用の創造
過疎地域（産山村）での雇用人数
2022年1人→2025年4人

社会
経済

三側面
SDGsに関する重点的な取組み

指標
（更新時に向けた数値目標）（分野に☑）

事業者名： 合同会社　organic　space　メインオフィス

＜2030年のSDGs達成に向けた経営方針と目指す姿＞

有機栽培の規格外農産物や、これまで活用されなかった農作物を活用して、化粧品原料を製造するこ
とで、農産物に新しい付加価値を生み出すとともに、地域とともに「環境にやさしいもの」「身体に
やさしいもの」「地域活性化につながるもの」を作り出して社会に貢献する企業を目指す。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞


